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電離放射線に被ばくしたヒト集団では, 

放射線誘発遺伝的（遺伝性）疾患は

これまでのところ証明されていない。

しかしながら, 

電離放射線は普遍的な突然変異誘発原であり, 

植物や動物を用いた実験研究では, 

放射線は遺伝的影響を誘発できることが

証明されている。

従って, ヒトはこの点に関して例外でないであろう。

[原子放射線の影響に関する国連科学委員会(UNSCEAR)・2001年報告より]
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親の生殖細胞の被ばくを介して

被爆二世は身体に原爆放射線の影響を受けている

可能性がある



[MOORE 人体発生学  (訳:星野一正)より引用]



広島の被曝／絵

原爆放射線によるヒバク

「絵で読む 広島の原爆」文：那須正幹,絵：西村茂男（英語版）より引用,加筆
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ヒトの放射線の継世代影響評価
のための調査・研究

1.  動物実験
動物実験の結果からヒトへの影響を推察

2.  疫学調査
被ばくしたヒト集団の子どもたちの健康調査

3.  分子遺伝学的研究
生殖細胞系列のDNAの新生変異や
 RNA発現の変化を調べる
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Transgenerational Effects of Radiation and Chemicals in Mice and 
Humans, Taisei Nomura, J. Radiation Res., 47:Suppl., B83-B97 (2006)
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Parental exposure to X rays and chemicals induces heritable tumours and anomalies in mice , T. Nomura, Nature, Vol.296, no. 5857, pp575-577, 1982.
X-Ray induced germ-line mutation leading to tumors Its manifestation in mice given urethane post-natally, T. Nomura, Mutation Res., 121 (1983) 59-65. 





Transgenerational Effects of Radiation and Chemicals in Mice and 
Humans, Taisei Nomura, J. Radiation Res., 47:Suppl., B83-B97 (2006)
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国連科学委員会（UNSCEAR,2001）による
放射線の遺伝リスク推定

* 2001年報告の値を記載した。
** 一部は常染色体顕性とX染色体連鎖性のリスクに、そして一部は先天異常のリスクに含有されると

   UNSCEAR2001報告では仮定している。
***ハンガリー等での有病率に基づく。悪性腫瘍（癌・白血病）は含まれていない。
****先天異常については、マウスデータを用いて得られた推定値で、倍加線量法によるものではない。

子宮内で検査された先天異常のデータ（Nomuraら）、離乳期に調べた骨格異常と白内障データに基づく。
「緩照射の線量率低減係数３」を仮定してリスクを3分の１にして誘発率10x10-4/配偶子/Gyとし、
両性なのでその２倍にしている。       （表はUNSCEAR 2001年報告, 表45,46より、振津が作成）

***

****





➣対象集団の大きさの限界

➣ 調査期間の限界

➣遺伝的影響検出の指標の感度・適性

➣生殖細胞の成熟課程と放射線感受性

➣遺伝的負荷が淘汰されてきた可能性

ABCC/放影研の遺伝的調査の科学的
問題点・限界についての研究者自身の考察

「遺伝的障害の増加を証明できなかったが、リスクがないこ
とを示すものではない。…遺伝的負荷の可能性はあるが定量
的に証明するまでには至っていない。」等々

[甲B34参照]18
「原爆放射線の人体影響1992, 
    放射線被曝者医療国際協力推進協議会編」参照





「立証義務」は加害者側にある

予防原則／Precautionary principle

有害物質や放射線への被ばくが, 健康や環境に「被害を及ぼさない」こと
の証明は、加害者側（政府・企業・軍など）が行うべき。

「環境を保護するためには、各国により、それぞれの能力に応じて、予

防的アプローチが広く適用されなければならない。深刻な、あるいは、

不可逆的な損害のおそれがある場合には、完全な科学的確実性の欠如が

、環境悪化防止のための費用効果的な措置を延期するための理由とされ

るべきではない。」 「地球環境サミット」リオ宣言(1992年）



核被害

Hiroshima and Nagasaki Chernobyl

Fukushima

Four Corners, 
Indigenous people



米核実験のひばく被害を受けたマーシャル諸島

日本軍による占領と戦争の傷跡〜
爆撃を受けた日本軍司令部の建物（ジャルート環礁）

子ども達に核実験被害の歴史を教える、核実験
ヒバクシャの二世（アイルック環礁で）



「核と人類は共存できない」   

核被害の実相を原点に

核廃絶とヒバクシャの権利と補償を求める運動を両輪に

フクシマを「核時代」の終わりの始まりに！

ご清聴ありがとうございました。
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